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～　受診される患者さまの権利　～
1.個人の人権を尊重した良質な医療を受ける権利      4.自らの意思で検査・治療法などを選択、あるいは拒否する権利
2.プライバシーが保護される権利　　　　　　　　　 5.セカンドオピニオンを得る権利
3.納得のいく説明と情報提供を受ける権利

●病院内救急救命士をご紹介します
●密着取材！脳神経外科医師の１日
●地域医療連携だより
● INFORMATION

新年のご挨拶　伊藤 博院長

病院幹部職員



①
泌
尿
器
科
診
療
の
充
実

②
イ
ベ
ン
ト
の
再
開

③
コ
ロ
ナ
対
応

令
和
四
年
を
振
り
返
っ
て

　

令
和
４
年
は
前
年
と
同
様
、
一
年
間
を
通
し
て
コ
ロ
ナ

対
応
に
明
け
暮
れ
た
年
で
し
た
。
患
者
さ
ん
、
職
員
共
に

相
当
の
ス
ト
レ
ス
が
か
か
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
そ
の

よ
う
な
状
況
の
中
で
も
病
院
と
し
て
様
々
な
事
業
を
継
続

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
職

員
一
丸
と
な
り
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

一
番
大
き
な
事
業
と
し
て
は
、
長
年
待
ち
望
ん
で
い
た

手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
「
ダ
ビ
ン
チ
」
の
導
入
で
す
。
社
会

の
高
齢
化
に
伴
い
、
こ
の
地
域
に
お
け
る
泌
尿
器
科
の

ニ
ー
ズ
が
高
く
な
っ
て
い
る
こ
と
は
以
前
よ
り
理
解
し
て

い
ま
し
た
。
令
和
４
年
４
月
に
千
葉
大
学
か
ら
４
人
の
泌

尿
器
科
医
師
を
招
聘
で
き
、
そ
れ
に
伴
い
「
ダ
ビ
ン
チ
」

を
導
入
し
、
泌
尿
器
科
関
連
の
患
者
さ
ん
の
受
診
数
も
飛

躍
的
に
増
加
し
ま
し
た
。

　

感
染
防
止
対
策
を
図
り
な
が
ら
、
少
し
ず
つ
病
院
行
事

も
再
開
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　

令
和
３
年
に
引
き
続
き
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
も

市
と
協
力
し
て
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。　

　

ま
た
、
当
院
は
深
谷
地
区
で
唯
一
コ
ロ
ナ
に
対
す
る
入

院
治
療
を
実
施
し
て
い
る
病
院
で
す
が
、
特
に
他
の
病
院

で
受
け
入
れ
る
の
が
難
し
い
、
透
析
中
の
方
・
妊
婦
・
小

児
な
ど
の
コ
ロ
ナ
の
陽
性
患
者
さ
ん
も
圏
域
を
越
え
て
積

極
的
に
受
け
入
れ
て
き
ま
し
た
。
院
内
で
も
小
規
模
の
ク

ラ
ス
タ
ー
が
し
ば
し
ば
発
生
し
て
し
ま
い
、
診
療
制
限
を

行
わ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

年
頭
の
ご
挨
拶
深
谷
赤
十
字
病
院

院 

長　

伊
藤 

博

　

10
月
に
は
、
小
学
校
高
学
年
と
そ
の
保
護
者
を
対
象
と

し
た
体
験
型
病
院
見
学
会
の
「
親
子
ふ
れ
あ
い
病
院
体
験
」

を
、
２
年
ぶ
り
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の

イ
ベ
ン
ト
の
目
的
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
当
院
と
地
域
と
の

結
び
つ
き
を
強
化
す
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
が
、
子
供

た
ち
の
職
業
体
験
に
と
ど
ま
ら
ず
、
病
院
で
の
様
々
な
体

験
を
通
じ
て
、
将
来
的
に
当
院
の
ス
タ
ッ
フ
・
サ
ポ
ー
タ

ー
と
し
て
成
長
し
て
ほ
し
い
と
い
う
期
待
も
込
め
て
開
催

し
て
い
ま
す
。
今
回
も
大
勢
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、

好
評
の
う
ち
に
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
職
員
に

と
っ
て
も
大
変
や
り
が
い
の
あ
る
企
画
で
あ
り
、
非
常
に

充
実
し
た
イ
ベ
ン
ト
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

伊藤院長手術支援ロボット　da Vinci Xi サージカルシステム
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令
和
五
年
に
向
け
て

今
後
の
展
望

最
後
に

　

今
年
に
つ
い
て
も
、
コ
ロ
ナ
が
ど
れ
ほ
ど
影
響
を
与
え

る
の
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
よ
う
な
不
透
明
な
状
況

下
で
も
、
必
要
な
事
業
は
行
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
ま

せ
ん
。
そ
の
中
で
最
も
重
要
で
あ
る
の
が
、
導
入
か
ら
約

20
年
が
経
過
し
た
放
射
線
治
療
装
置
の
更
新
で
す
。
地
域

が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
と
し
て
、
放
射
線
治
療
は
大
切

な
要
件
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
設
備
投
資
額
は
か
な
り
高
額

と
な
り
ま
す
が
、
必
要
な
更
新
で
す
。

　

私
の
院
長
と
し
て
の
任
期
も
あ
と
２
年
と
な
り
、
将
来

を
見
据
え
た
上
で
病
院
の
方
向
性
を
決
め
て
い
か
な
け
れ

ば
い
け
な
い
段
階
に
入
っ
て
い
ま
す
。
鍵
と
な
る
の
が「
医

療
の
質
の
向
上
」
と
「
健
全
な
経
営
」
で
す
。
こ
の
２
つ

は
密
接
な
関
係
に
あ
り
ま
す
。
医
療
の
質
を
担
保
す
る
た

め
に
は
、
病
院
の
経
営
基
盤
が
盤
石
で
あ
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。　

　

本
年
も
、
公
的
病
院
と
し
て
の
使
命
を
果
た
し
、
地
域

の
皆
様
の
健
康
に
貢
献
で
き
る
よ
う
な
医
療
を
提
供
し
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
あ
り
が
た
か
っ
た
の
が
、
地

元
医
師
会
の
先
生
方
の
ご
助
力
で
す
。
当
院
の
発
熱
外
来

機
能
が
手
一
杯
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
際
、
地
元
の
医
師
会

に
加
入
し
て
い
る
医
療
機
関
の
先
生
方
が
当
院
の
負
荷
を

軽
減
す
る
た
め
に
発
熱
外
来
を
再
開
し
て
く
だ
さ
る
な

ど
、
様
々
な
支
援
策
を
講
じ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
誌
面

上
で
は
あ
り
ま
す
が
、
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

な
ぜ
な
ら
経
営
状
況
が
安
定
し
て
い
な
い
と
設
備
投
資

等
も
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
で
す
。
日
赤
本
社
も
各

赤
十
字
病
院
に
対
す
る
経
営
指
導
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

当
院
の
経
営
状
況
は
芳
し
い
と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
病
院

機
能
を
維
持
す
る
た
め
に
経
営
改
善
に
注
力
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
新
規
患
者
・
入
院
患

者
数
の
確
保
や
、
診
療
機
能
充
実
と
そ
れ
に
関
連
す
る
各

種
加
算
算
定
が
重
要
と
な
る
で
し
ょ
う
。

　

そ
れ
と
同
時
に
、
公
的
病
院
と
し
て
の
役
割
も
常
に
忘

れ
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
採
算
、
不
採
算
に

か
か
わ
ら
ず
、
救
急
医
療
・
周
産
期
医
療
・
が
ん
診
療
等
、

い
わ
ゆ
る
「
政
策
医
療
」
と
い
わ
れ
る
医
療
に
重
点
を
置

き
な
が
ら
診
療
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

救急医療（ドクターヘリによる搬入） 親子ふれあい病院体験（結紮体験）
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病院内救急救命士とは 　― 主な業務内容 ―

今 後 の 抱 負 病院内救急救命士に期待すること

●医師の指示のもと診療補助、救急救命処置を行うこと（救急医・看護師の補助）

●救急診療科医師の回診・カンファレンスに参加

●救急患者の搬送業務

●消防署との連絡調整

●救命救急センターにおける物品管理（救急看護師の補助）

●救急診療に関する各種データ整備

●職員及び当院で研修を行う救急救命士への教育、指導　など

病院内救急救命士をご紹介します
当 院

第1号!

　消防機関に 35 年勤めたのち、民間救急・NPO 法人・大学で勤務する等、救急
救命の分野において豊富な経験を持つ小野田英一氏が、当院で初めて救急救命士と
して令和５年１月に入職しました。
　これまでは、救命処置の場が救急現場から病院に到着するまでの救急車内に限ら
れていましたが、令和３年 10 月に改正救急救命士法が施行されたことにより、医
師の指示があれば、院内（救急外来）においても救命処置を行うことが可能となり
ました。

　長い間救急隊員として活動して
きたので、救急隊の事情には精通
しています。これから病院職員と
して勤めていくことで、病院（医
師）側の事情についても理解を深
めることができるでしょう。救急

隊と医師、双方の調整や情報共有を行い、地域各所
で顔の見える関係を構築することで、プレホスピタ
ル（病院前救護）とインホスピタルの架け橋となり
たいと思っております。
　また将来的には、研修医等と救急車で出動する際
のコーディネートや、BLS，ICLS 等のインストラ
クター資格を活かした職員向け講習や Off-JT も担
当していきたいと考えております。

　救急救命士には、医師や看護師とも異なる能力・
技術があります。小野田さんは救急隊の隊長として
も活躍されていた方で、患者さんを観察する技術は
特に優れているため、そのスキルを看護師に伝授し
てもらいたいと思います。併せて、救命救急センタ
ーの統計データの整理等、従来、医師や看護師が担
っていた業務も遂行してもらうことで、適切なタス
クシフトに繋げていくことを期待します。

副院長
救命救急センター長

金子 直之

現在、薬剤（アドレナリン
等）の投与・気道確保のた
めの気管挿管等を行ってい
ますが、最も行うことが多
い処置は静脈路確保です。

救急診療科部　救急救命士　小野田 英一

救急診療科医師と救命処置手順の確認 救急車で搬送された患者さんの初期対応 医師の指示で救命処置に参加
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脳神経外科医師の１日
〜当院スタッフの「とある１日」をご紹介します〜

密着取材！

外来診療や手術等の
前に、脳神経外科医師
同士で、前日に入院し
た患者さんについて
の情報交換を行いま
す。
この日はカンファレ
ンスに参加した研修
医に対する指導も行
いました。

この日は、内頚動脈
狭窄症の患者さんに
対し、頚部を切開した
後、血管内のプラーク
を剥離する頸動脈血
栓内膜剥離術を実施
しました。
この患者さんは大動

脈弓部の手術をしており、脳血管内治療が困難な方であっ
たため、外科手術を選択しました。
頸動脈治療は大谷医師が得意としている分野です。

集中治療室にて、手術を終え
た患者さんの様子を確認し
ます。
神経症状だけでなく、全身状
態の変化にも注意して管理し
ています。
この患者さんの術後経過は
良好に推移していました。

脳梗塞で救急搬送された患者さ
んに、rt-PA静注を行った後、機
械的脳血栓回収法を行いました。
この時は若手医師が執刀医で
あったため、指導助手として治療
にあたりました。後進の指導も大
切な仕事のひとつとして熱意を
持って行っています。

▶写真右から
　　大谷 敏幸 部長　
　　中沢 尚彦 医師
　　宮原 友輝 研修医
　　込山 和毅 医師

▲治療前 ▲治療後
（血流が再開したこ
とが分かります）

脳血管内治療を行う患者さんの元に直接
赴き、状態を確認するとともに、どのよう
な治療を行うのか説明します。

この日は、頭痛を訴える患者さん
が救急車で搬送されたため、急患
対応にあたりました。
検査から脳動脈瘤破裂によるく
も膜下出血と診断し、脳血管内治
療（コイル塞栓術）を行いました。

脳梗塞の予防を目的とした頸動
脈ステント留置術を行いました。
これは、バルーン付きのカテーテ
ルを、狭くなってしまった内頚動
脈に到達させて狭窄部分を広げ
た後、ステントを留置し、血管の
拡張を維持させる治療法です。傷
が少ない低侵襲な治療のため、患
者さんの負担も少なく済みます。

脳神経外科はチーム医
療であるため、チーム力
向上に日々努めていま
す。

▼患者さんからの声

当院の脳神経外科診療について・・・
①開頭クリッピング術や脳腫瘍手術等の脳神経外科手術②コイル塞栓術等の脳血
管内治療③超急性期脳梗塞に対する再開通療法（rt-PA静注療法*・機械的脳血栓

回収療法*）に精力的に取り組んでいます。
＊ rt-PA静注療法とは･･･血栓を溶かし脳血流を再開させる薬を投与する治療のこと
＊ 機械的脳血栓回収療法とは･･･ステントや吸入カテーテル等を使用して、血栓を除去する治療のこと

カンファレンスに参加

手術を実施

集中治療室で術後管理を実施

回診を実施

救急患者対応
（くも膜下出血に対するコイル塞栓術の実施）

脳血管内治療
（頸動脈ステント留置術）を実施

8：30〜

10：00〜

17：00〜

超急性期脳梗塞に対する再開通療法

9：00〜

10：30〜

15：00〜

大谷 敏幸
オ オ タ ニ ト シ ユ キ

脳神経外科医師
（脳神経外科部長・卒後30年目）

手術を行う日 脳血管内治療を行う日

患者を大事にする立派な先生で、毎日
様子を確認するために来てくれます。一
生懸命にやってくれて嬉しいの一言。
治してもらって大変ありがたいです。

現 在 の 脳 神 経 外 科メンバー
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地 域 医 療 連 携 だ よ り

深谷赤十字病院は地域との医療連携に努めています。
　当院は、初期診療や慢性の継続診療などは、「かかり
つけ医」の先生に診ていただき、専門的な検査や診察、
また入院が必要な治療は病院が受け入れるという役割分
担を行っており、地域の皆様が継続して適切な医療が受
けられるような体制を維持しています。

　毎号、医療連携にご協力いただいている医療機関を順
次ご紹介しています。

くろや整形外科医院

住 所
電 話
理 事 長
院 長
診 療 科
休 診 日
診 療 時 間

〒369-1108 深谷市田中2643-8
048-583-5888
黒屋　進吾
黒屋　信隆
整形外科、リハビリテーション科
日曜、祝日、木曜、土曜午後
午前8時45分～12時30分
午後3時～6時

住 所
電 話
院 長
診 療 科
休 診 日
診 療 時 間

〒366-0801 深谷市上野台608-15
048-574-8088
白倉　澄子
歯科、小児歯科、口腔外科
日曜、祝日、水曜、土曜午後
午前9時30分～12時　午後2時～6時
土曜の午前は9時30分～13時

　当院では一般歯科治療の他、顎関節症、睡眠時無呼吸症候群の治療、口腔内小手術にも対応して

います。生まれ育った深谷に開業して27年となります。今後も常に患者様の気持ちに寄り添い、ま

ごころをこめて診療を行ってまいります。

院長先生からのメッセージ

　当院は1993年に開院、2022年７月にリニューアル致しました。急性～慢性期疾患、小児疾患、

骨粗鬆症など、ご相談ください。患者さんが安心・信頼し通院できるよう、前医院のアットホーム

な雰囲気を残しつつ、新しい治療を取り入れてスタッフ一同、誠意を持って診療させて頂きます。

理事長先生からのメッセージ

白倉歯科
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＜地域の皆様へのご案内＞
　　当院を受診の際は、紹介状をご持参ください。
　当院受診の際（初診時）は、他の医療機関からの紹
介状（診療情報提供書）をご持参いただくことをお勧
めします。
　紹介状（診療情報提供書）をご持参いただいた場合
は、国が定める初診時選定療養費（医科7,700 円・歯
科5,500 円）のご負担がなくなります。

鈴木外科病院

住 所
電 話
院 長
副 院 長
診 療 科
 
休 診 日
診 療 時 間

〒367-0217 本庄市児玉町八幡山293
0495-72-1235
鈴木　和喜
鈴木　敏彦
外科、消化器外科、麻酔科、乳腺外科、
整形外科
日曜、祝日、土曜午後
午前9時～12時　 午後3時～5時

森医院こどもクリニック

住 所
電 話
院 長
診 療 科
休 診 日
診 療 時 間

〒360-0816 熊谷市石原100-1
048-599-3344
森　庸祐
小児科
日曜、祝日、水曜（第2、第4水曜午前は熊谷市乳幼児個別健診実施）
午前：月・木・土  9時～12時
        火・金  10時～12時（8時～9時30分コロナワクチン）
午後：月・火・木・金　 16時～18時
　　 健診・予防接種  14時～16時

　当院は大正12年に開業して以来99年間、外科のかかりつけ医として診療を行っています。院長
（外科）、副院長（麻酔科）、および消化器外科、乳腺外科、心臓血管外科、整形外科、消化器内
科の非常勤医師で主に外科系の総合診療を行っています。

院長先生からのメッセージ

　「地域のこどもたちやご家族の応援団としてお役に立てたらよいなぁ」と考えながら日々診療し

ています。深谷日赤さんが後方待機してくださっており、かつ連携が良好なので、安心して一次医

療の現場で頑張ることができます。患者さま皆さまもどうぞ安心して御受診ください！

院長先生からのメッセージ
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深谷赤十字病院の理念と基本方針 深谷赤十字病院臨床研修の理念と基本方針
理　 念 理　 念

基
本
方
針

人道・博愛の赤十字精神のもと、地域の皆様の健康を守
り、信頼される医療を提供します

医師としての人格を涵養し、将来専門とする分野にかかわらず、医学および医療の果たすべき
社会的役割を認識しつつ、一般的な診療において頻繁にかかわる負傷または疾病に適切に対応
できる診療能力を身につける。

１　医療人として生命倫理を最大限尊重します

２　医療の質の向上に努めます

３　患者中心の医療を行います

４　地域との医療連携に努めます

５　災害救護と国際活動に貢献します

６　健全経営による働き甲斐のある病院を目指します

１　基本的診療能力の習得
　　臨床医として将来専門とする分野に関わらず必要な基本的診療能力を習得する。
２　患者の立場に立った医療を実践
　　医師として患者から人間としても信頼される思いやりの心を持った謙虚な医療人となり、患
　　者の立場に立った医療を実践する。
３　チーム医療の実践
　　チーム医療の大切さを理解して病院内の他職種と連携を密にしてコミュニケーションを取り
　　ながら安全な医療を提供する。
４　地域医療に貢献
　　地域の中核病院としての役割を理解し、地域医療に関心を持ち、地域医療の現場を経験する。
５　赤十字病院の責務や理解
　　赤十字病院として公的病院の責務や災害時における医療救護活動を理解する。
６　生涯学習の継続
　　質の高い医療を提供できるよう、生涯を通じて教育・学習を続ける態度と習慣を実践し、医　
　　療技術の習得に努める。また、後輩を育成することによって自らが学ぶ姿勢を有する。

　　令和４年10月１日から、国の制度見直しにより、紹介状を持たずに外来受診する患者等の「特別の料金」の額が引
き上がりました。

上記の改定に伴い、診療時間外（夜間や休日）の時間外選定療養費についても、令和４年10月１日から改定しました。

初診時選定療養費

医科 5,500円（税込） 7,700円（税込）
3,300円（税込） 5,500円（税込）歯科

再診時選定療養費

医科 2,750円（税込） 3,300円（税込）
1,650円（税込） 2,090円（税込）歯科

時間外選定療養費

5,500円（税込） 7,700円（税込）

2022年9月30日まで 2022年10月1日から

2022年9月30日まで 2022年10月1日から

○ 状態が落ち着き、当院担当医が他の医療機関へ紹介を申し出た後も当院での診療を　
　 希望し、受診される場合

○ 紹介状を持参せずに受診された場合 ※注　診療科ごとのご負担となります

○ 緊急やむを得ない場合を除き、時間内に受診して下さい。時間外受診を希望
    される患者様には「時間外選定療養費」をお支払いいただきます。

2022年10月1日から2022年9月30日まで

医療機関の機能・役割に応じた適切な受診を行うようお願いします。皆さまのご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

また、令和５年１月４日より、当院の発熱外来を受診される際にも「初診選
定療養費（7,700 円）」の負担が生じます。予めご了承ください。


